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1. エアホースやエアブローガンを人
に向けてブローしないこと。 遊びは
もちろん、衣服や身体についた汚れ
を飛ばす目的であっても禁止です。

2. 圧縮空気で清掃する際は、 必
ず保護具（例：ゴーグル）を着用す
ること。

4. エ ア ホ ー ス に 破 損 や 漏 れ が な い
か 定 期 的 に 点 検 す る こと 。 漏れがあ
るホースは直ちに取り外してください。加
圧状態で破損すると、ホースが暴れて制
御不能になり、危険です。

5. ホ ー ス を 空 圧 機 器 か ら 取 り 外
す 前 に 、必 ず 圧 縮 空 気 を 遮 断 す る
こ と 。最寄りのシャットオフバルブで空気
供給を止め、機器内の残留空気を排出して
ください。

6.  コネクターやホースクランプが確実に固定
されているか確認すること。
締め付けにはドライバーではなく、レンチま
たは手を使用してください。再度圧縮空気を
供給する際は、ホースとエアブローガンをし
っかり保持してください。

7.	 ホースを折り曲げて空気の流れを止
めないこと。 必ずシャットオフバルブを
使用してください。バルブを開く際は、
接続不良がないか慎重に確認しながら
操作してください。

8.	 エアホースを床に放置しないこと。 誰かがつ
まずく恐れや、車両・扉・工具などで損傷する恐れ
があります。可能であれば、エアラインやホース
は天井付近に配管してください。

9. 圧縮空気および関連機器は、常に専門ツールとして扱うことを忘れな
いでください。 適切かつ安全に取り扱うことで、作業効率を大きく向上
させることができます。

3. OSHA要件を満たしたエアノズルを
備えた安全設計のエアブローガンを使
用すること。 作業場周辺には保護スク
リーンを設置するか、周囲に人がいな
いことを十分に確認してください。


